










研究目的 

ウイルス感染症に対する免疫学的治療法の評価に比べて、細菌感染症に対しての評価は低

く、免疫学的治療法の適応基準も各施設で異っている。そこで、新生児細菌感染症に対す

る免疫学的治療法が現在どのように行われているのか、治療の実際を知る目的で、アンケ

ート調査(別記)を行った。一方、新生児の免疫動態を細胞性免疫の立場より検討し、細菌

感染症と免疫学的治療法とのかかわりを明らかにしょうとした。 


